
                           

令和８年８月２８日 

                              

教 育 訓 練 実 施 機 関 

求職者支援訓練実施機関 各位 

 

求職者支援訓練（令和８年度第４四半期開講分）の認定申請の受付について 
 

令和８年度第４四半期に開講する求職者支援訓練の募集内容等は以下のとおりとなりましたので、

お知らせいたします。 

 記 

１ 対象コース 

  令和８年度第４四半期開講コースの募集内容（対象コース、分野及び上限定員）は次のとおりで

すが、同時期に同分野の訓練コースの認定申請が集中した場合など、申請状況によっては、訓練開

始時期の変更についてご相談させていただく場合がありますので、ご了承ください。 
  なお、デジタル田園都市国家構想の実現に向け、政府全体で取り組む中で、デジタル人材の育成・

確保が重要かつ喫緊の課題となっていることから、令和７年度に引き続き、デジタル分野等の成長

分野の設定を推進することとしております。 
 

コース・分野名 
定員数 

 うち新規枠 

基礎コース １０人 （１０人） 

実践コース 

 ※５ （eラーニング １２人） 
  ７３人 

（１６人） 

 うち介護福祉分野 ※１ ３０人 

 うちデジタル分野 ※２ １８人 

 

   

うちＩＴ分野 ◆  ３人 

 
うちデザイン分野

（Web ﾃﾞｻﾞｲﾝの訓練ｺｰｽ） 
１５人 

 うち医療事務分野  －人 

 うち上記以外の分野 ※３ ２５人 

 うち地域ニーズ枠 ※４ －人 

● １コースあたりの定員上限は、「１５名」とします。 
● 新規枠の認定申請が新規枠定員を充足しなかった場合は、充足しなかった定員分を実績 

枠の定員に充当します。実績枠の認定申請が実績枠定員を充足しなかった場合も、充足し 
なかった定員分を新規枠の定員に充当します。 

 
◆ 実践コース「デジタル分野（うちＩＴ分野）」の表中の定員は「３人」としていますが、他

のコース・分野において申請人数が定員に満たなかった場合は、その未充足分の定員を充
当することができます。 
例えば、「介護福祉分野」の認定申請人数が１５人、「デジタル分野（うちＩＴ分野）」の認
定申請人数が１５人である場合、「介護福祉分野」は定員３０人に対して認定申請人数が
１５人であるため、１５人分の未充足定員が生じます。 
この未充足定員のうち１２人分を「デジタル分野（うちＩＴ分野）」に充当することによ
り、「デジタル分野（うちＩＴ分野）」の認定申請人数を１５人とすることができます。 
ただし、他のコース・分野において定員が充足している場合は充当することができません。
このため、「デジタル分野（うちＩＴ分野）」については不選定となる場合がありますので、
あらかじめご了承ください。 

 
   ● 実践コース「医療事務分野」及び「地域ニーズ枠」については、既に令和８年度福井県地 

域職業訓練実施計画で定める認定上限値に達しているため、当期の認定申請の受付は行い 



ません。 
 

※１介護分野等に係る職場見学等促進奨励金の特例措置については、令和８年度末まで延長
されることとなりました。 

   ※２デジタル分野の枠内において、「ＩＴ分野」と「デザイン分野（Ｗｅｂデザインの訓練コー
ス）」でそれぞれに枠を設定します。 

   ※３「上記以外の分野」については、デジタル分野等の成長分野の設定を推進することとし、 
これ以外の分野のコース設定については、福井県内の求人ニーズ及び求職者ニーズを充分
把握した上で可能とします。 

   ※４地域ニーズ枠は子育て中の女性等のための、託児サービスを付帯し訓練時間を短縮した「リ 
カレント教育訓練」コースです。 

   ※５「実践コース」の中で、「e ラーニング」形式で実施する訓練については、第４四半期の実 
践コース全分野７３人の枠のうち、上限を「１２人」までとします。 
 

   ● オンライン訓練（同時双方向型）の通所要件の緩和措置は、令和７年度末で終了しまし 
た。令和８年４月１日以降に申請する訓練科については、通所による訓練時間を総訓練 
時間の２０％以上設定する必要があります。 

● 同一四半期において、同一の訓練分野で認定申請できるのは、同一の認定申請機関につき 
１コースを上限とします。 

     同一の訓練分野とは、下の表で同一の「分野」に分類されているものを指します。 
        

【申請ができない例】 
実践コースの「デジタル分野」で「11 デザイン分野」１コース、「上記以外の分野」枠で「11 
デザイン分野」１コースで申請した場合 

 
【申請可能な例】 
① 実践コースの「デジタル分野」で「11 デザイン分野」１コース、「上記以外の分野」枠

で「10 クリエート（企画・創作）分野」１コースで申請 
② 基礎コースで１コース、実践コースの「上記以外の分野」枠で「03 営業・販売・事務分 

野」１コースで申請 
 

分野 解説 主な職業・職種 

職業・職種 訓練内容の例 

00 基礎分野   

 

 パソコン操作等、 

多くの職種に共 

通する職務遂行 

のための基本的 

な知識・技能 

※基礎分野は実践コースで設定

できません。基礎分野の訓練内

容は、多くの職種に共通する職

務遂行のための基本的な技能等

を付与する内容としています。 

 

02 ＩＴ分野 

 

主にソフトウェ 

アの開発やプロ 

グラミングの業 

務に携わる者 

ソフトウェアの 

開発、システムの 

管理に係る知識・ 

技術 

ＷＥＢ系ソフトウェア開発技術

者、ソフトウェアプログラマー、

サーバー管理者、システム管理

者、社内システムエンジニア、情

報セキュリティ技術者、データ

ベース管理者、ネットワーク技

術者、ゲームプログラマー 

03 営業・販 

売・事務分野 

主に営業、販売、

事務の業務に携

わる者 

ビジネス文書の作

成、総務・経理事

務、営業、商品の販

売、広報に係る知

識・技術 

総務事務員、経理事務員、営業事

務員、貿易事務員、ＯＡ事務員、

小売店販売員、医薬品・化粧品販

売店員、生命保険営業員、不動産

営業員、マーケター、広報事務

員、広告プランナー 



分野 解説 主な職業・職種 

職業・職種 訓練内容の例 

04 医療事務 

分野 

主に医療事務の 

業務に携わる者 

診療報酬や医療費

の請求手続きに係

る知識・技術 

医療事務員、調剤薬局事務員、歯

科助手 

05 介護・医 

療・福祉分野 

主に介護の業務 

に携わる者 

高齢者等の日常 

生活上の介助に 

係る知識・技術 

※職場復帰支援コースは当該分

野を選択してください。 

施設介護員、訪問介護員、看護助

手、保育 補助者（職場復帰支援

コースにおいては、保育士又は

看護師若しくは准看護師） 

06 農業分野 主に農業の業務 

に携わる者 

農作物の栽培・収 

穫に係る知識・技 

術 

農耕作業員、養畜作業員、植木

職、造園師 

07 林業分野 主に林業の業務 

に携わる者 

植木の伐採・造材 

に係る知識・技術 

伐木・造材・集材作業員 

08 旅行・観 

光分野 

主に観光案内や 

宿泊施設の接 

客、給仕の業務 

に携わる者 

旅行商品の企画・ 

販売、観光案内、 

宿泊客の案内に 

係る知識・技術 

旅行会社カウンター係、旅館・ホ

テル接客係、ツアーコンダクタ

ー、旅行・観光ガイド、バスガイ

ド 

09 警備・保 

安分野 

主に警備・保安 

の業務に携わる 

者 

施設内の監視、車 

両の誘導に係る 

知識・技術 

施設警備員、道路交通誘導員、雑

踏警備員 

10 クリエー 

ト（企画・創

作）分野 

主にイベントプ 

ロモート、出版、

印刷の業務に携

わる者 

イベントの企画 

や運営、印刷に係 

る知識・技術 

イベントプランナー、ＤＴＰオ

ペレーター 

11 デザイン 

分野 

主にデザインの 

業務に携わる者 

商品デザイン、Ｗ 

ｅｂデザインに 

係る知識・技術 

グラフィックデザイナー、ＷＥ

Ｂクリエイター、ＷＥＢデザイ

ナー、フラワーデザイナー、ドレ

スメーカー、洋裁師、リフォーマ

ー（衣服）、パタンナー、広告デ

ザイナー、映像編集者 

12 輸送サー 

ビス分野 

主に輸送、荷役・

運搬の業務に携

わる者 

資材や貨物の運 

搬、車両の運行管 

理に係る知識・技 

術 

甲板員、フォークリフト運転作

業員、陸上荷役・運搬作業員、貨

物自動車運行管理事務員 

13 エコ分野 主に再生可能エ 

ネルギー技術や 

リサイクル技術 

の業務に携わる 

者 

 

太陽光発電の据 

付、産業廃棄物処 

理に係る知識・技 

術 

太陽光発電装置据付作業員、産

業廃棄物処理技術者 



分野 解説 主な職業・職種 

職業・職種 訓練内容の例 

14 調理分野 主に調理の業務 

に携わる者 

飲食物の調理、製 

造に係る知識・技 

術 

調理人、パン・菓子製造工 

15 電気関連 

分野 

主に電気・電子 

機器の組立、電 

気工事の業務に 

携わる者 

電気・電子機器部 

品の組立・製造、 

電気配線工事に 

係る知識・技術 

電気機械組立工、電気通信機械

器具組立工、電子回路用コンデ

ンサ組立工、電気機械器具修理

工、電気配線工事作業員 

16 機械関連 

分野 

主に機械製品の 

製造、加工処理 

の業務に携わる 

者 

機械部品の製造、 

製図に係る知識・ 

技術 

汎用金属工作機械工、数値制御

金属工作機械工、プラスチック

製品製造工、ＣＡＤオペレータ

ー（機械製図）、自動車整備工 

17 金属関連 

分野 

主に金属加工、 

溶接の業務に携 

わる者 

金属板の加工、溶 

接・切断に係る知 

識・技術 

金属プレス工、鉄工、製缶工、板

金工、金属溶接・溶断工 

18 建設関連 

分野 

主に建築、建設、

インテリアの業

務に携わる者 

測量、家屋の建 

築、建設機械の運 

転、インテリアに 

係る知識、技術 

測量士、インテリアコーディネ

ーター、木工、家具工、表具師、

住宅塗装工、ＣＡＤオペレータ

ー（建築製図）、建設用機械車両

運転工、型枠工、鉄筋工、建築大

工、左官工、配管工 

19 理容・美 

容関連分野 

主に理容、美容 

サービスの業務 

に携わる者 

顔や身体の手入

れ、爪の手入れ、 

着付けに係る知 

識、技術 

着付師、エステティシャン、ネイ

リスト 

20 その他の 

分野 

02ＩＴ分野から 

19 理容・美容関

連分野に属さな

い職業・職種 

 

－ 

パソコンインストラクター、ブ

ライダルコーディネーター、マ

ンション管理人、ビル管理員、ト

リマー、ビル施設管理者、ビル・

建物清掃員 

 

２ 認定申請の受付期間 

  令和８年９月２４日（木）～ １０月７日（水）１６時３０分（受付期間終了日時）まで 

 

① 認定申請書一式（添付書類を含む全ての必要書類を指します。以下、「認定申請書」とい

う。）は、この受付期間内に当支部により「受理」される必要があります。 

    「受理」とは、受付した認定申請書が、記載内容・添付書類も含めて漏れなく揃っているこ

とを当支部で確認できた場合をいいます。 

② 受付した認定申請書の内容に誤記や記載漏れ、書類の不足等の不備があった場合は、当支

部から修正のご依頼の連絡をさせていただきますので、修正対応をお願いします。全ての

修正対応の完了を当支部で確認できた状態をもって①の「受理」とします。 

受付期間終了日間際で申請をされますと、認定申請書に不備等があり、この修正対応が間

に合わなかった場合に修正対応が間に合わず、受付期間終了日時までに受理ができない場

合があります。 



③ 受理した認定申請書に補正が必要な場合は、当支部から補正期日を指定のうえ補正対応を

行っていただきますが、令和８年１０月１６日（金）までに補正を完了していただくこと

が認定の条件となります。 

 

「認定申請受理までのイメージ」 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

３ 認定申請の事前相談等について 

   認定申請に係る訓練カリキュラムや日程等の相談については、受付期間の開始前から行って 

   おりますので、早めにご相談いただきますようお願いします。また、申請書の提出に当たって 

は、認定基準や認定申請書の提出に当たっての留意事項等をご確認のうえ、十分に申請内容を 

ご検討ください。 
 
 
４ 認定申請書提出先 
  独立行政法人高齢・障害・求職者雇用支援機構 福井支部 求職者支援課 
  所 在 地：〒915-0853 越前市行松町２５－１０ 

電話番号：0778－23－1030 
 
 

５ 求職者支援訓練に係る認定申請に当たっての留意事項 

（１）今回、認定申請を受け付ける求職者支援訓練は、 
令和９年１月８日（金）から３月３１日（水）までの間に開講する訓練とします。 
（訓練開始日については、開始日前日がハローワークの開庁日である日を推奨します。 

    
なお、訓練スケジュールの策定にあたっては、次表を考慮願います。 



 留意点 最も早いスケジュールでの設定例 

A 募集開始日 B から３１日以内とすること 令和８年１１月２０日（金） 

B 募集締切日 C から中２（営業）日以上あけること 令和８年１２月１８日（金） 

C 選考日 D から中２（営業）日以上あけること 令和８年１２月２３日（水） 

D 選考結果通知日 E から中４（営業）日以上あけること 令和８年１２月２８日（月） 

E 訓練開始日 （令和９年１月 ８日～３月３１日） 令和９年 １月 ８日（金） 

  ★ いずれの日も平日での設定をお願いします。 
  ★ 「設定例」は訓練開始日を設定可能な最も早い日（１月８日）に設定した場合です。 
 
（２）認定申請書の作成にあたっては、独立行政法人高齢・障害・求職者雇用支援機構本部のホーム

ページ（https://www.jeed.go.jp/js/shien/shinsei.html）にて、最新の留意事項等をご確認ください。 
また、認定申請書は、当機構本部が提供する最新の様式を使用し、作成してください。 

 
（３）認定申請を提出される場合は、選定における加点要素確認表（認定様式第１５の１号、又は１

５の２号）の提出をお願いしておりますが、認定様式第１５の１及び１５の２号の１（１）①

「地域における訓練科設定の背景・ねらい」には、求人動向、求職ニーズ等の客観的なデータ

を分析した内容を記載いただき、また、分析されたデータにアンダーライン等をつけて併せて

ご提出願います。 
 
６ 認定申請等の説明会開催について 
  「求職者支援訓練に係る令和８年度第４四半期認定申請等の説明会」を下記のとおりか開催しま 

す。求職者支援訓練に関する留意事項等について、福井労働局及び当支部より説明いたしますの 
で、ぜひご参加ください。 

（１）日時 
   令和８年９月１５日（火）１０時３０分～１２時００分 
（２）場所 
   独立行政法人高齢・障害・求職者雇用支援機構 福井支部 本館３階大ホール 
   （越前市行松町２５－１０） 
（３）申込について 
   参加をご希望される方は、所属機関（企業）名、氏名及び電話番号を記載のうえ、電子メール

にてお申し込みください。 
   fukui-qsyoku@jeed.go.jp 
（４）申込期限 
   令和８年９月９日（水） 
 
７ その他 
（１）教育訓練実施機関または求職者支援訓練実施機関の方が認定申請をご検討の中でご相談のあ

る場合については、認定申請書の提出前に余裕をもって下記の問い合わせ先までご連絡いただ

きますようお願いします。 
（２）認定申請書の内容に不備があった場合は、補正のご対応をお願いする場合があります。 
（３）計画定員内での認定となるため、複数の申請があった場合は認定されない場合があります。 
（４）認定申請書の審査には、受付期間終了後１ヵ月強程度を要する見込みとなっております。 
 

（問い合わせ先） 

独立行政法人高齢・障害・求職者雇用支援機構 

福井支部 求職者支援課 

 TEL（0778）23－1030 
 
 


